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平 成 ２ ０ 年 １ 月 

坂出市教育委員会学校教育課 

坂出市学校再編整備計画素案 

１．基本方針 

 小・中学校は，１２学級以上１８学級以下を望ましい学校規模とする。小規模（１１学級以下）および過小規模（５学級以

下）の学校は，通学距離を考慮するとともに，耐震化事業の緊急度および少子化の進行に応じて，段階的に望ましい規模とな

るよう学校の再編を図るものとする。 

        ※学校教育法施行規則第 17条・第 55条（学級数は，１２学級以上１８学級以下を標準とする。ただし，地域の実態その他に
より特別の事情があるときは，この限りでない。） 

 

２．再編の基準 

  ＜学校規模の観点＞ 

① １１学級以下の小・中学校（小規模校・過小規模校）は，再編の対象とする。 
② 通学距離は，小学校にあっては３ｋｍ以内を目安とし，中学校にあっては５ｋｍ以内を目安とする。 
    ※国の通達では，通学距離の最高限度について，小学校は４ｋｍ，中学校は６ｋｍが適当としている。 

③ 統合に当たって通学距離が一定以上となる場合には，スクールバス等の通学支援または通学助成の施策を講じる。 
    ④ 離島の交通事情など地域の実情を考慮した再編とする。 

 

 ＜校舎の耐震化に係る緊急度の観点＞ 

① 昭和３０年代の建築で，築後５０年前後の校舎は早い段階で，建替えまたは大規模改造等の対応を行う。 

② 上記以外の耐震化未了の校舎は，計画的年次的に耐震化工事等を行う。 

③ 校舎等の「建替え」の対象校は，学校統合を行う学校または将来にわたり校地として残る学校とし，その他の学校は耐震

化工事等を施行するものとする。 

 

 



―2― 

３．再編基準に基づいた学校再編整備計画素案 

 ■小学校 

 前期（概ね５年以内） 後期（概ね１０年以内） 将来構想 備 考 

●中央小と西部小の統合 

 

 

 

 

 

 

○東部小（北校舎）耐震化 

○東部小（南校舎）耐震化 

○金山小（中・北校舎）耐震化 

 

●東部小と金山小の統合 

 

 
旧
市
内
等 

 ○川津小（北・南校舎）耐震化   

●瀬居小の旧市内学校との統合 

 ＊中央小と西部小の統合に参加 

   

●与島小・沙弥小の廃校    
島
嶼
部
等 ●岩黒小と櫃石小の統合 

 

   

○松山小（体育館）耐震化 

○林田小（北・南・中校舎）耐震

化 

●松山小と王越小の統合 

○松山小（北校舎）耐震化 

 

●王越小，松山小，林田小，西庄小

の統合 

 

 

 

○西庄小（校舎）耐震化 

○加茂小（校舎）耐震化 

白
峰
中
学
校
区 

 ○府中小（西校舎）耐震化 

 

●西庄小，加茂小，府中小の統合 

 

＊将来構想で

は統合の組合

せが複数考え

られる。 

 

※ 耐震化予定としている学校について，学校統合構想が具体化した際には，投資効果を考慮し「建替え」または「大規模改造」への内容変更

や実施時期を見直す可能性がある。 
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■中学校 

 前期（概ね５年以内） 後期（概ね１０年以内） 将来構想 備 考 

旧

市

内 

●坂出中と瀬居中の統合 

 

●坂出中と東部中の統合  

 

 

●瀬居中と坂出中の統合 

○瀬居中（体育館）耐震化 

   

●与島中・沙弥中の廃校 

 

   島

嶼

部

等 
●岩黒中と櫃石中の統合 

 

   

白

峰

中 

○白峰中（南・北校舎）の耐震化 

 

   

 

 

 

 

 

 


